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(57)【要約】
【課題】同時に記録した記録済番組を再生する際に、既
に再生した区間を考慮した再生開始位置から番組の再生
を開始する電子機器及び再生方法を提供する。
【解決手段】実施形態において、電子機器は、放送受信
部と、記録部と、制御部と、を具備する。放送受信部は
、複数のチャンネルの放送信号を受信する。記録部は、
前記放送受信部が受信した複数チャンネルの番組を同時
に記録する。制御部は、前記記録媒体が記録した前記番
組を再生中に前記チャンネルを切り換える切り換え信号
によって切り換えられたチャンネルの番組に、既に再生
されたことがあることを示す識別子の有無を検出して番
組再生開始位置を切り換える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のチャンネルの放送信号を受信する放送受信部と、
　前記放送受信部が受信した複数チャンネルの番組を同時に記録する記録部と、
　前記記録媒体が記録した前記番組を再生中に前記チャンネルを切り換える切り換え信号
によって切り換えられたチャンネルの番組に、既に再生されたことがあることを示す識別
子の有無を検出して番組再生開始位置を切り換える制御部と、
を具備する電子機器。
【請求項２】
　前記制御部は、前記記録媒体が記録した前記番組中に、前記識別子がある場合、その番
組の識別子で規定される位置から番組を再生し、前記識別子がない場合、前記番組の先頭
から再生する請求項１記載の電子機器。
【請求項３】
　前記電子機器は、再生された番組を表示する表示部を具備する請求項１または２記載の
電子機器。
【請求項４】
　複数のチャンネルの既に記録された番組の再生中に、チャンネルを切り換える切り換え
指示を受けつけ、
　指示されたチャンネルの番組中に、既に再生されたことがあることを示す識別子がある
場合に、
　指示された番組の再生開始位置を識別子に従って、切り換える
再生方法。
【請求項５】
　前記切り換え信号により指示されたチャンネルの番組が前記識別子を含む場合、その番
組の前記識別子で規定される位置から番組を再生し、前記識別子がない場合、その番組の
先頭から再生する請求項４記載の再生方法。
【請求項６】
　複数のチャンネルの放送信号を受信する放送受信部と、
　前記放送受信部が受信した複数チャンネルの番組を同時に記録する記録部と、
　前記記録媒体が記録した前記番組を再生中に前記チャンネルを切り換える切り換え信号
によって切り換えられたチャンネルの番組に、既に再生されたことがあることを示す識別
子の有無を検出して番組再生開始位置を切り換える制御部と、
　前記制御部が再生する番組を表示する表示部と、
を具備する表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施の形態は、２以上の番組を同時に記録し、要求された番組を再生する電子
機器及び再生方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　記録装置の記録容量の増大や低下価格化に伴い、同時に放送されている複数チャンネル
の番組を同時に受信して録画する電子機器がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－３４９７４５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　複数の放送波から複数チャンネルの番組を同時に録画している状態で、他のチャンネル
の録画中の番組を再生する場合、チャンネルの切り換えを指示した時点の時刻の録画位置
から番組が再生される。
【０００５】
　このため、他のチャンネルと異なる別のチャンネルの番組を一時的に再生し、既に一部
を再生した他のチャンネルの番組をもう一度再生する場合、他のチャンネルの番組は、既
に再生した再生済区間と連続しない位置から再生される。
【０００６】
　本発明の目的は、同時に放送されている複数チャンネルの番組を同時に記録した記録済
番組を再生する際に、既に再生した区間を考慮した再生開始位置から番組の再生を開始す
る電子機器及び再生方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　実施形態によれば、電子機器は、放送受信部と、記録部と、制御部と、を具備する。放
送受信部は、複数のチャンネルの放送信号を受信する。記録部は、前記放送受信部が受信
した複数チャンネルの番組を同時に記録する。制御部は、前記記録媒体が記録した前記番
組を再生中に前記チャンネルを切り換える切り換え信号によって切り換えられたチャンネ
ルの番組に、既に再生されたことがあることを示す識別子の有無を検出して番組再生開始
位置を切り換える。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施形態における電子機器（テレビジョン放送受信装置）の一例を示す概略図。
【図２】実施形態におけるコントローラ（リモートコントローラ）の一例を示す概略図。
【図３】実施形態における再生方法の一例を示す概略図。
【図４】実施形態における電子機器（テレビジョン放送受信装置）の一例を示す概略図。
【図５】実施形態における録画番組情報リストの一例を示す概略図。
【図６】実施形態における録画番組情報リストの一例を示す概略図。
【図７】実施形態における過去番組表の表示の一例を示す概略図。
【図８】実施形態における過去番組表の表示の一例を示す概略図。
【図９】実施形態における過去番組表の表示の一例を示す概略図。
【図１０】実施形態における過去番組表の表示の一例を示す概略図。
【図１１】実施形態における過去番組表の表示の一例を示す概略図。
【図１２】実施形態における過去番組表の表示設定方法の一例を示す概略図。
【図１３】実施形態における過去番組表の表示設定方法の一例を示す概略図。
【図１４】実施形態における電子機器（記録再生装置）の一例を示す概略図。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、実施の形態について図面を参照して説明する。
【００１０】
　図１は、この発明を適用した電子機器（テレビジョン放送受信装置、以下、テレビ受信
装置と略称する）の構成を概略的に示す。なお、実施形態においては、本発明の電子機器
としてテレビ受信装置を例に説明するが、これに限定されることはない。すなわち、放送
受信装置、放送受信機能付き携帯電話、放送受信機能付きパーソナルコンピュータ、及び
放送受信装置が搭載された映像記録装置等、放送受信装置を備えた機器であれば何でも良
い。また、放送は空中を伝播してくる電波を受信するものに限らず、ケーブルやＩＰ（イ
ンターネット・プロトコル）網等のネットワークを介して放送局から配信される番組を受
信可能な放送でも良い。なお、番組は、コンテンツ（ストリーム）とも称され、映像及び
音声もしくは音楽等を含む。また、映像は、動画と静止画、あるいはテキストを主体とし
た文字放送やデータ放送の表示等を含む。
【００１１】
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　図１に示すテレビ受信装置１０１は、放送受信部１、記録媒体２、記録再生制御部３、
録画番組情報記憶部（録画番組情報テーブル）４及び主制御部５、を少なくとも含む。な
お、放送受信部１にはアンテナＡＮＴが、記録再生制御部３にはスピーカ９及びディスプ
レイ１０が、それぞれ接続する。
【００１２】
　アンテナＡＮＴを介して受信する複数のチャンネルのデジタル放送信号（放送波）は、
放送受信部１においてチャンネルごとの放送信号として分離され、復調される。
【００１３】
　放送受信部１が復調した個々のチャンネルの放送信号が含む番組は、記録媒体２に、所
定の形式で記録される（記録媒体２は、番組を保持する）。
【００１４】
　記録再生制御部３は、放送受信部１からの放送信号を解析し、番組ごとに記録媒体２に
記録し、録画した番組の再生開始の物理アドレスが（例えばユーザにより）外部から指定
されることで、該当番組の再生を開始する機能を持つ。
【００１５】
　録画番組情報テーブル４は、記録した番組表の放送時間、記録媒体２に記録した番組の
先頭の物理アドレスと、ユーザが当該番組を再生した場合の最後の位置の物理アドレスと
を保持する。なお、録画した番組の再生開始の物理アドレスは、チャンネル切り換え装置
（例えばリモコン装置／リモートコントローラ）５０を用いるユーザ操作（制御入力）に
より、任意に指示される。
【００１６】
　図２に、チャンネル切り換え装置５０を説明する。
【００１７】
　チャンネル切り換え装置５０は、例えば受信チャンネルに対応する数値データもしくは
制御信号を出力するダイレクトチャンネル指示キー５１、及びアップダウン方式でチャン
ネルに対応する数値データもしくは制御信号を出力するアップダウン切り換えキー５２、
を少なくとも含む。
【００１８】
　図３は、実施形態をソフトウエア的に説明する。
【００１９】
　同時に放送されている複数チャンネルの番組を同時に録画した録画済番組を再生する際
に、記録媒体に記録された番組を再生中に、チャンネル切り換え装置のダイレクトチャネ
ル指示キーあるいはチャンネルアップダウンキーによるチャンネル切り換えの指示を受け
たとき［２０］、再生中の番組（すなわちチャンネル切り換え指示を受けつけた際に視聴
中の番組）の放送開始時間に、切り換え要求を受信した時刻の再生位置を加算して「過去
視聴時刻（既に（過去に）再生されたことがあることを示す、例えば再生終了時刻等、で
ある識別子／レジュームポイントと称することもある）」を計算する［２１］。
【００２０】
　切り換え指示を受けたチャンネルについて、録画番組情報テーブルから過去視聴時刻が
含まれる番組を検索する［２２］。
【００２１】
　切り換え指示を受けたチャンネルについて、録画番組情報テーブルから過去視聴時刻が
含まれる番組が見つかった場合［２２－ＹＥＳ］、図４により以下に説明する録画番組情
報テーブル中の図５に示すような録画番組詳細情報を検索し、該当する番組にレジューム
ポイント（既に（過去に）再生されたことがあることを示す、例えば再生終了時刻等、で
ある識別子）が記録されているか否か（記録がない場合を「０」とする）をチェックする
［２３］。
【００２２】
　レジュームポイントが記録されている場合［２３－ＹＥＳ］、記録媒体２が保持する当
該番組のレジュームポイントを指定し、その番組の再生を開始する［２４］。
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【００２３】
　レジュームポイントが記録されていない（記録されている値が「０」である）場合［２
３－ＮＯ］、記録媒体２が保持する当該番組の先頭位置（録画開始時点）を指定し、その
番組の再生を開始する［２５］。
【００２４】
　なお、切り換え指示を受けたチャンネルについて、録画番組情報テーブルから過去視聴
時刻が含まれる番組が見つからない場合［２２－ＮＯ］、例えば「該当する番組がない」
というエラーメッセージを表示する［２６］。
【００２５】
　図４に、図３により上述した録画番組情報テーブル（録画番組情報保持部）が保持する
録画番組情報（個々のチャンネルにおいて録画した番組の情報を、時間帯と関連付けて保
持した情報）の一例を示す。
【００２６】
　図４に示す録画番組情報は、チャンネル（放送波）毎に、任意の時間帯に録画した番組
情報を示し、例えば２０１１年８月２２日の１７：００～１８：００の間に、チャンネル
ＣＨ１において、［００１－０００２］で示される番組が録画されていることがわかる。
なお、［００１－０００２］は、システム（記録再生制御部３及び主制御部５）が、録画
した番組に対して割り当てたシーケンス番号（重複しない一連性のある番号）である。
【００２７】
　また、シーケンス番号は、番組の長さ（時間長）に対応し、ＣＨ３における［００３－
０００２］のように、複数の時間帯を跨ぐ場合もある。例えば、ＣＨ３における２０１１
年８月２２日１７：００～１８：００の間（時間帯）と２０１１年８月２２日１８：００
～１９：００の間（時間帯）は、同じシーケンス番号［００３－０００２］となる。
【００２８】
　図５に、図３により上述した録画番組情報テーブル（録画番組情報保持部）が保持する
録画詳細情報（任意の１チャンネルについて、例えば［録画開始時刻］、［録画終了時刻
］、［物理アドレス］、［レジュームポイント］等の（管理）項目により、録画した番組
の情報を、時間帯と関連付けて保持した情報）の一例を示す。
【００２９】
　図５に示す録画詳細情報は、図４に示したシーケンス番号により区分される番組毎に、
番組の放送開始と終了時間、記録媒体２に記録された当該番組の先頭を示す物理アドレス
等を含む。なお、過去に部分的に再生されたことのある番組については、物理アドレス中
の任意の位置（時間基準あるいは記録媒体に占めるデータサイズ基準等）を示す［レジュ
ームポイント］を含む。
【００３０】
　図５から、ＣＨ１における［００１－０００２］は、放送時間が２０１１年８月２２日
１７：１０～１７：５５で、物理アドレスは、例えば［０ｘ０００００００２０］である
ことがわかる。なお、［フィルド］レジュームポイントは、ユーザが当該番組を再生した
ことがある場合であって、最も新しい再生における、最後の位置（時間長）の物理アドレ
スを記録したものである。また、［フィルド］の初期値を「０」とし、レジュームポイン
トの［フィルド］が「０」である場合、該当の番組が一度も再生されていないか、終了時
点まで再生され、次回の再生が先頭からの再生になることを示す。
【００３１】
　図６に、図１に示したテレビ受信装置（電子機器）のより具体的な実施形態の一例を示
す。
【００３２】
　図６に示すテレビ受信装置１０１は、アンテナ１１が受信する放送波が入力する入力端
子１２、チューナ１３、ＴＳ（Transport Stream，トランスポートストリーム）処理部１
１１、信号処理部１１２、グラフィック処理部１１３、ＯＳＤ（On Screen Display，オ
ンスクリーンディスプレイ）信号生成部１１４、音声処理部１１５、映像処理部１１６、
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ＨＤＤ（Hard Disk Drive）１１７、制御部１１８、操作部１２３、受信部１２４、第１
のカードＩ／Ｆ（Interface，インタフェース）１２５、第１のカードホルダ１２６、第
２のカードＩ／Ｆ（インタフェース）１２８、第２のカードホルダ１２９、明るさセンサ
１３１、通信Ｉ／Ｆ（インタフェース）１３２、ＬＡＮ端子１３３、ＵＳＢＩ／Ｆ（イン
タフェース）１３４、ＵＳＢ端子１３５、ｉ．ＬＩＮＫＩ／Ｆ（インタフェース）１３６
、ｉ．ＬＩＮＫ端子１３７、ＨＤＭＩＩ／Ｆ（インタフェース）１３８、ＨＤＭＩ端子１
３９、映像表示部（ディスプレイ）１１０、及びスピーカ（オーディオ再生部）１０９、
を備える。
【００３３】
　制御部１１８は、ＲＯＭ（Read Only Memory，読み出し専用メモリ）１１９、ＲＡＭ（
Random Access Memory，ランダムアクセスメモリ）１２０、不揮発性メモリ１２１、録画
再生制御部１２２（図１における録画再生制御部３に相当）、チャンネル切り換え制御部
１４０、及びＣＰＵ（Central Processing Unit，主制御装置）を備える。
【００３４】
　アンテナ１１は、放送形式として地上波デジタル放送、ＢＳデジタル放送及びＣＳデジ
タル放送等を受信することができる。入力端子１２は、アンテナ１１が受信した放送信号
を複数のチューナ１３に入力する。チューナ１３は、制御部１１８からの制御信号により
所望のチャンネルの放送信号を地上波デジタル放送、ＢＳデジタル放送及びＣＳデジタル
放送の３種類の中から選局し、この選局された放送信号を復調（地上デジタル放送の場合
にはＯＦＤＭ（Orthogonal Frequency Division Multiplexing）復調、ＢＳデジタル放送
及びＣＳデジタル放送の場合にはＰＳＫ（Phase Shift Keying）復調）し、所望の番組を
含んだＴＳを得る。復調された放送信号は、ＴＳ処理部１１１に入力する。
【００３５】
　チューナ１３は、複数設けられ、受信する放送波に応じてチューナ１３Ａ、１３Ｂ、１
３Ｃと符号をつけ、特に区別する必要が無い場合にはこれらを単にチューナ１３と称す。
なお、図６に記載したテレビ受信装置１０１においては、チューナ１３Ａを視聴用、チュ
ーナ１３Ｂ及び１３Ｃを録画用とする。
【００３６】
　ＴＳ処理部１１１は、選局されたチャンネルのＴＳがチューナ１３から入力され、これ
ら複数のＴＳを１つのＴＳに再多重して、信号処理部１１２に出力する。
【００３７】
　また、ＴＳ処理部１１１は、録画を行う場合、チューナ１３Ｂ及び１３Ｃで選局された
複数のＴＳがチューナ１３から入力され、これら複数のＴＳを１つのＴＳに再多重して、
信号処理部１１２に出力する。
【００３８】
　信号処理部１１２は、ＴＳ処理部１１１から出力された複数のチャンネルが多重された
ＴＳに、所定のデジタル信号処理を施す。デジタル信号処理が施されたＴＳは、データ信
号、映像信号及び音声信号に分離される。分離された映像信号は、グラフィック処理部１
１３に、音声信号は音声処理部１１５に、データ信号はＯＳＤ信号生成部１１４若しくは
制御部１１８に、それぞれ出力される。また、録画のためにＴＳ処理部１１１によって再
多重されたＴＳは、制御部１１８に出力される。
【００３９】
　上述のデータ信号には、放送された番組に関する各種の情報が含まれている。番組に関
する情報として、時刻情報がある。日本の地上デジタル放送においては、社団法人電波産
業会（ＡＲＩＢ）の標準規格であるＡＲＩＢ　ＳＴＤ－Ｂ１０で番組配列情報のテーブル
として、時刻日付テーブル（ＴＤＴ：Time and Date Table）と、サマータイム実施時の
オフセット時間情報を含む時刻日付オフセットテーブル（ＴＯＴ：Time Offset Table）
とが定められており、これらのテーブルにより日本標準時（ＪＳＴ＝協定世界時（ＵＴＣ
）＋９）と、修正ユリウス日（ＭＪＤ）による現在日付と現在時刻とが伝送される。
【００４０】
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　図６に示すテレビ受信装置１０１においては、現在日付と現在時刻として、時刻日付オ
フセットテーブル（ＴＯＴ）を用いるものとする。日本における地上デジタル放送の運用
規定を定めたＡＲＩＢ　ＴＲ－Ｂ１４では、時刻日付オフセットテーブル（ＴＯＴ）が送
信されるデフォルト周期として５秒が定められており、ＴＯＴは５秒に１回の周期で送信
される。
【００４１】
　また、データ信号に含まれる番組に関する情報としては、ＥＰＧ（Electric Program G
uide，電子番組表）情報がある。ＥＰＧ情報には、チャンネル情報、チャンネル番号、番
組名、スケジュール等が含まれる。ＥＰＧ情報は、本実施形態においては、現在から一週
間先までの番組についての番組表、及び録画した番組についての過去番組表を生成するた
めに用いられる。
【００４２】
　グラフィック処理部１１３は、信号処理部１１２から出力されるデジタルの映像信号の
デコード処理を行う。デコードされた映像信号は、ＯＳＤ信号生成部１１４から出力され
たＯＳＤ信号と重ね合わせて合成され、映像処理部１１６に出力される。グラフィック処
理部１１３は、デコードされた映像信号またはＯＳＤ信号を、映像処理部１１６に選択的
に出力する。
【００４３】
　ＯＳＤ信号生成部１１４は、制御部１１８の制御に従って、ＵＩ（ユーザ・インタフェ
ース）画面などを表示するためのＯＳＤ信号を生成する。なお、上述した信号処理部１１
２においてデジタル放送信号から分離されたデータ信号は、ＯＳＤ信号生成部１１４によ
り、所定のフォーマットのＯＳＤ信号に変換され、グラフィック処理部１１３に出力され
る。
【００４４】
　音声処理部１１５は、信号処理部１１２から入力された音声信号を、スピーカ１０９で
再生可能なフォーマットのアナログ音声信号に変換する。アナログに変換された音声信号
は、スピーカ１０９に出力され、再生される。
【００４５】
　映像処理部１１６は、グラフィック処理部１１３から出力された信号を映像表示部１１
０で表示可能なフォーマットの映像信号に変換し、映像表示部１１０に供給する。
【００４６】
　ＨＤＤ１１７は、録画再生制御部１２２による制御に基づいて、チャンネルごとのＴＳ
を格納する。
【００４７】
　制御部１１８は、操作部１２３から入力される操作信号、リモートコントローラ１５０
から送信され、受信部１２４を介して受信される操作信号に応じて、ＲＯＭ１１９に予め
記録されたシステム制御プログラム及び各種処理プログラムを起動させる。
【００４８】
　制御部１８はまた、起動したプログラムに従い、ＲＡＭ（ＳＤＲＡＭ）１２０をワーク
メモリとして、装置各部の動作を制御する。
【００４９】
　ＲＯＭ１１９は、ＣＰＵが実行するシステム制御プログラム及び各種処理プログラムを
格納する。ＲＡＭ１２０は、ＣＰＵが各種プログラムを展開するためのワーキングメモリ
である。不揮発性メモリ１２１は、各部の動作制御に必要な各種の設定情報及び制御情報
等を格納する。本実施形態においては、録画番組を再生する直前に視聴していた放送のチ
ャンネル情報を格納しているとする。
【００５０】
　録画再生制御部１２２は、テレビ受信装置１０１における任意の（複数の）チャンネル
の番組の録画、及び録画した（ＨＤＤに記録された）番組を再生する機能の制御を行う。
すなわち、録画再生制御部１２２は、ＴＳ処理部１１１から出力された複数チャンネルの
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放送進行が多重されているＴＳをチャンネルごとのＴＳに戻し、ＨＤＤ１１７の物理アド
レスに従い、所定の形式で記録する。
【００５１】
　なお、録画再生制御部１２２は、録画したデータの再生する制御を実行し、ＨＤＤ１１
７に格納したチャンネルごとのＴＳを読み出して再生させた後、映像表示部１１０に表示
させ、及びまたはスピーカ１０９から音声（及びオーディオ）出力を出力させる。また、
ＬＡＮ対応ＨＤＤ専用ポートとしてのＬＡＮ端子１３３を通じて、他のネットワーク環境
やネットワーク使用状況等に影響されることなく、所定の保護情報に従い、ＨＤＤ１１７
にハイビジョン画質による番組の情報記録を行う。
【００５２】
　図７及び図８に、図１～図６を用いて説明した「複数チャンネルの番組を録画し、一定
期間保持することにより、既に放送が終了した番組についても通常の番組と同様に番組の
指定（選択）により再生できる」テレビ受信装置において、録画済の番組を一覧表示する
過去番組表において、既に再生した録画済番組についてその番組の再生の度合い、を表示
する例を示す。
【００５３】
　例えば、図３により説明した通り、番組を視聴中に、チャンネル切り換えの指示を受け
た場合、視聴中の番組と同時刻に録画された別のチャンネル（チャンネル切り換え指示に
より指示されたチャンネル）の番組のレジュームポイントから、そのチャンネルの番組の
再生が開始される。なお、レジュームポイントすなわち途中（レジュームポイント）まで
過去に再生された番組については、図７に示すように、例えば背景色を変更することで、
過去に再生されたことがあることを表示する。また、図８に示すように、途中（レジュー
ムポイント）まで過去に再生された番組については、タイトルの色を変えることにより表
示してもよい。
【００５４】
　図９及び図１０に、図７及び図８により説明したレジュームポイントの別の表示例を示
す。
【００５５】
　図９に示す例は、レジュームポイント（途中）まで過去に再生された番組について、表
示欄の任意の位置に、例えばアイコン（icon）または記号等を表示することで、過去に再
生されたことがあることを表示する。なお、例えば囲み数字（［数字列］）等により、既
に再生されたことのある時間（経過時間）を表示してもよい。例えば、番組の先頭（開始
時刻）から４５分間、既に番組が再生されている場合、［４５］という表示を表示するこ
とが可能である。
【００５６】
　図１０に示す例は、レジュームポイント（途中）まで過去に再生された番組について、
表示欄の任意の位置に、例えば矢印あるいはバーグラフ状の長さを伴う表示を用いて途中
まで再生された番組であることを表示する。なお、矢印あるいはバーグラフの長さを、既
に再生された番組の長さに概ね比例させた長さとし、既に再生した時間長を可視的に表示
してもよい。また、矢印あるいはバーグラフの先端部（開始時刻を起点（端）と称する場
合に、終点（端）側）の所定の位置に、最終視聴時刻（番組の時間長内における視聴終了
時刻）すなわちレジュームポイントを時刻表示することも可能である。
【００５７】
　なお、図９及び図１０に示すように、レジュームポイントを、過去に再生が終了してい
る時刻として表示することにより、その番組の概略の残り時間をユーザに報知することが
できる。
【００５８】
　図１１は、図７～図１０により説明したレジュームポイントの表示例であり、既に再生
した番組について、チャンネルまたは時間帯の少なくとも一方を連続したバー（棒）状に
表示したものである。
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【００５９】
　なお、図１１に示す表示方法を用いることで、既に録画されている番組について、どの
程度視聴した番組があるか（視聴すべき番組はどのくらいあるか）を、容易に判別可能と
なる。
【００６０】
　続いて、図１～図６を用いて説明した「複数チャンネルの番組を録画し、一定期間保持
することにより、既に放送が終了した番組についても通常の番組と同様に番組の指定（選
択）により再生できる」テレビ受信装置において、例えば図３により説明した番組を視聴
中に、チャンネル切り換えの指示の入力があった場合、レジュームポイントすなわち途中
まで過去に再生された番組の再生方法とその設定（選択）について説明する。
【００６１】
　再生方法としては、図３及び図４により既に説明したが、　　
　Ａ）番組を視聴中である現在時刻を維持して、チャンネルを変更する（視聴中の番組と
同時刻に録画された指定した別のチャンネルの番組のレジュームポイント（識別子）から
再生開始）　　
　Ｂ）番組を視聴中である現在時刻と開始時刻が一番近い時刻である番組を（その）レジ
ュームポイント（識別子）から再生する（視聴中の番組との開始時刻が一番近い時刻の番
組のレジュームポイント（識別子）から再生）　　
　Ｃ）チャンネル毎に保持したレジュームポイント（最後に視聴した位置（時刻））から
再生開始　　
等、がある。
【００６２】
　以下、その再生方法をユーザが設定可能とする設定画面の画面表示例を、図１２及び図
１３により説明する。
【００６３】
　図１２は、図２に示したチャンネル切り換え装置５０によるユーザ操作（制御入力）に
より、表示画面１２０１にメニュー画面１２１１を表示させ、切り換え装置５０による操
作入力により、設定メニュー（例えば、「タイムシフト設定」）１２１２を選択して入力
を決定することで、上述した「番組を視聴中にチャンネル切り換えの指示の入力があった
場合に、Ａ）～Ｃ）に示したいずれかの再生方法を選択可能な『レジューム再生』設定メ
ニュー１２２２が表示される。
【００６４】
　以下、ユーザは、上述のＡ）～Ｃ）のいずれかに対応するメニューを選択し、入力を決
定する（切り換え装置５０による操作入力を確定する制御信号を入力する）ことで、選択
したメニューが設定される。
【００６５】
　図１３は、図１２１２により説明した設定方法の別の例を示し、チャンネル切り換え装
置５０によるユーザ操作（制御入力）により、表示画面１３０１にクイックメニュー画面
１３１１を表示させ、切り換え装置５０による操作入力により、『レジューム再生』表示
１３１２を選択して制御入力を決定することで、Ａ）～Ｃ）に示したいずれかの再生方法
を選択可能な『レジューム再生』設定メニュー１３２２が表示される。
【００６６】
　以下、ユーザは、上述のＡ）～Ｃ）のいずれかに対応するレジューム再生メニューを選
択し、入力を決定することで、選択したメニューが設定される。
【００６７】
　図１４に、図１に示したテレビ受信装置と実質的に同様に機能する記録再生装置（レコ
ーダ装置）の実施形態の一例を示す。
【００６８】
　レコーダ装置（記録再生装置）２０１は、所定の容量の記録媒体を内蔵したレコーダ装
置であり、例えば地上デジタル放送、衛星デジタル放送及び有線方式で番組を配信する配
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信事業者（ケーブルテレビジョン事業体）等の供給元（以下、ＣＡＳ（Conditional Acce
ss System）と呼称する）が提供するさまざまなコンテンツを受信して再生信号を出力す
るとともに、ユーザが希望するコンテンツ（ストリーム）については、ユーザの希望する
画質及び音質により記録できる。
【００６９】
　レコーダ装置２０１は、任意数の入力２１１ａ，２１１ｂ，・・・，２１１ｎ－１，２
１１ｎ（ｎは、正の整数）から入力される信号を受信する受信処理モジュール２１１、受
信処理モジュール２１１が受信するコンテンツ（番組）を、コンテンツの供給元が用意し
た識別情報に基づいてＣＡＳカード（ユーザの識別のためのＩＤ（識別符号）が記録され
た識別機構）を選択するＣＡＳ制御モジュール２１２、受信したコンテンツを、表示装置
が表示可能な信号として出力するための信号選択モジュール２１３、デコードモジュール
２１４及びＡ／Ｖ（Audio／Video）出力モジュール２１５のそれぞれを制御するとともに
、モジュール間の信号の受け渡しを管理する主制御モジュール２１６を含む。また、レコ
ーダ装置２０１は、ユーザの要求に従い、受信したコンテンツを記録する記録再生制御モ
ジュール２１７をさらに有する。なお、図１により説明したテレビ受信装置１０１と同様
、以下に「モジュール」と呼称する要素は、ハードウエアで実現するものであってもよい
し、ＣＰＵ（マイクロコンピュータ）等を用いてソフトウエアで実現するものであっても
よい。
【００７０】
　受信処理モジュール２１１は、２１１ａ，２１１ｂ，・・・，２１１ｎ－１，２１１ｎ
（ｎは、正の整数）毎に、入力信号から所定のチャンネルを選局（チューニング）するチ
ューナーモジュール、チューナーモジュールで選局された信号からコンテンツ供給元すな
わちＣＡＳ事業体の情報やＣＡＳが用意した契約情報等を含む管理情報とコンテンツを含
んだトランスポートストリーム（ＴＳ）を分離するＴＳ分離モジュール、ＴＳ分離モジュ
ールが分離した管理情報から、以下に説明するＣＡＳ制御モジュールによりＣＡＳが提供
する識別情報（ＣＡＳカード）を用いて、ＣＡＳ側で施された暗号化キー（鍵）を解除（
デスクランブル）し、コンテンツの映像信号及び音声信号（ＰＥＳ（Packetized Element
ary Stream））を得るデスクランブラモジュールを含む。
【００７１】
　ＣＡＳ制御モジュール２１２は、コンテンツ供給元すなわちＣＡＳが用意した契約情報
等に基づく識別符号（ＩＤ）を保持した識別カード（ＣＡＳカード）１２７（１３０）か
らＩＤを読み取り、ユーザによるコンテンツの受信（視聴）を許可する。ＣＡＳカード１
３０（１２７）は、供給元あるいは配信事業者の事業形態に基づき、複数種類が用意され
ている。なお、ＣＡＳ制御モジュール２１２は、例えば２枚のＣＡＳカード１２７（１３
０）を収容可能である。
【００７２】
　ＣＡＳカードは、周知の通り、「社団法人電波産業会（ＡＲＩＢ）」が管理する「ＡＲ
ＩＢ　ＴＲ－Ｂ１５」に準拠し、１枚のカードで２つのストリームをデスクランブル（暗
号化キーの解除）可能である。従って、ＣＡＳ制御モジュール２１２においては、２枚の
ＣＡＳカードが挿入可能であるから、最大で４ストリーム（チャンネル）を受信できる。
なお、ＣＡＳカードは、Ｂ－ＣＡＳカードとも称され、青カードと呼ばれる第１の規格の
カードと、赤カードと呼ばれる第２の規格のカードに区分される。
【００７３】
　第１の規格のカード（青カード）は、全てのコンテンツが現時点では無料である（視聴
に対する対価の要求すなわち課金がない）地上デジタル放送のストリームのみをデスクラ
ンブル可能なＩＤ（識別符号）を保持したカードである。
【００７４】
　第２の規格のカード（赤カード）は、有料（視聴に対して対価を要求（課金）する）放
送についてもデスクランブル可能なＩＤ（識別符号）を保持したカードであり、地上デジ
タル放送のストリームに加え、例えばＣＳデジタル放送や配信事業者が光ファイバ網を経
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由して供給するストリーム（コンテンツ）も受信可能である。なお、第２の規格のカード
（赤カード）は、現行の全ての事業体が提供するストリーム（コンテンツ）を受信可能で
ある（赤カードは、受信対象の事業体による制約を受けない）。
【００７５】
　信号選択モジュール２１３は、主要な構成及びその機能は広く知られているので詳細な
説明を省略するが、受信処理モジュール２１１または記録再生制御モジュール２１７から
供給される各信号を、信号毎に規定された処理方法に従い、引き続くデコードモジュール
２１４がデコード可能に、処理する。
【００７６】
　受信モジュール２１１が出力する信号が、衛星放送すなわちＢＳ（Broadcasting Satel
lite，放送衛星）またはＣＳ（Communication Satellite，通信衛星）により提供される
衛星デジタル放送信号である場合、チューナーモジュールで選局されたチャンネルのコン
テンツは、ＰＳＫ復調モジュールにより復調され、トランスポートストリーム（ＴＳ）が
取り出されたのち、ＴＳ復号モジュールにより、復号処理（デパケット）される。これに
より、選択したコンテンツのデジタルの映像信号及び音声（オーディオ）信号（ＰＥＳ）
が得られる。
【００７７】
　受信モジュール２１１が出力する信号が、地上デジタル放送信号である場合、チューナ
ーモジュールで選局されたチャンネルのコンテンツは、ＯＦＤＭ復調モジュールにより復
調され、トランスポートストリーム（ＴＳ）が取り出されて、以下、衛星放送信号と同様
に、処理される。
【００７８】
　受信モジュール２１１が出力する信号が、地上アナログ放送信号である場合、選局され
たチャンネルのコンテンツは、アナログ復調モジュールによりアナログの映像信号および
音声信号（オーディオ）に復調される。
【００７９】
　なお、後段に説明する記録再生制御モジュール２１７が出力する信号は、通常は、ＭＰ
ＥＧ－２あるいは、－４（Ｈ．２６４－ＡＶＣ）規格（オーディオ／音声はＭＥＰＧ－２
）に基づいて圧縮された信号であり、そのまま後段のデコードモジュール２１４へ出力さ
れる。
【００８０】
　デコードモジュール２１４は、主要な構成及びその機能は広く知られているので詳細な
説明を省略するが、信号選択モジュール２１３から出力されるＰＥＳをデコードし、選択
されたコンテンツの映像信号および音声（オーディオ）信号を出力する。映像信号及びオ
ーディオ（音声）信号は、図示しないがＤ／Ａコンバータによりアナログ信号に変換され
、後段のＡ／Ｖ出力モジュール２１５に供給される。なお、デコードされた信号から、Ｔ
Ｓに含まれているセクション情報、各種データ（サービス情報）、電子番組ガイド（ＥＰ
Ｇ）情報、番組属性情報（番組ジャンル等）および字幕情報等も取り出される。デコード
モジュール２１４はまた、信号選択モジュール２１３からアナログの映像信号および音声
（オーディオ）信号が供給された場合には、そのまま後段のＡ／Ｖ出力モジュール２１５
に出力する。また、デコードモジュール２１４は、記録再生制御モジュール２１７からの
圧縮された信号については、（圧縮方法に対応する）デコーダでデコードし、図示しない
Ｄ／Ａコンバータによりアナログ信号に変換して、後段のＡ／Ｖ出力モジュール２１５に
出力する。
【００８１】
　Ａ／Ｖ出力モジュール２１５は、主要な構成及びその機能は広く知られているので詳細
な説明を省略するが、外部に接続されるモニタ装置（ディスプレイ）が表示（再生）可能
な映像出力を生成する映像処理モジュールと外部に接続されるオーディオ（音声）再生装
置、すなわちスピーカあるいはヘッドホン等が再生可能なオーディオ出力（音声を含む）
を出力するためのオーディオ処理モジュールとを含む。映像出力については、デコードモ
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ジュール２１４から供給されるデジタルの映像信号と、例えば操作ガイドやエラーメッセ
ージ等であり、ＯＳＤ信号生成モジュールで生成されるＯＳＤ信号と、データ放送等であ
る場合に生成される画像（テキスト）データと、ＴＳから取得したＥＰＧデータあるいは
字幕信号等を合成して、映像出力２１８に出力する。オーディオ出力については、必要に
応じ、予め用意された案内（音声ガイド）を、適時重畳して、オーディオ出力２１９に出
力する。なお、テレビ受信装置等、表示装置及びスピーカが一体的に設けられている場合
には、映像処理モジュール及びオーディオ処理モジュールの出力が、そのまま供給される
ことはいうまでもない。
【００８２】
　主制御モジュール２１６は、主要な構成及びその機能は広く知られているので一部を除
いて詳細な説明を省略するが、番組データベース処理モジュール２１６Ａ、視聴制御モジ
ュール２１６Ｂ、メモリモジュール２１６Ｃ、表示制御モジュール２１６Ｄ及びＭＰＵ（
マイクロプロセッサ、あるいはコアプロセッサ）２１６Ｅを少なくとも含む。
【００８３】
　番組データベース処理モジュール２１６Ａは、例えばＥＰＧの表示やＥＰＧにより取得
したコンテンツの情報に従う録画予約の受け付け等の機能に利用される。
【００８４】
　視聴制御モジュール２１６Ｂは、ＣＡＳカードが保持するＩＤ（識別符号）に従う任意
のチューナーによるコンテンツの受信（チャンネルまたはＣＡＳ事業体の選択）や、コン
テンツが含む管理情報（ＣＡＳ事業体の情報）の取得等に利用される。
【００８５】
　メモリモジュール２１６Ｃは、ＲＯＭ、ＲＡＭ、及び各種の設定情報や制御情報等が格
納され、保持される不揮発性メモリを含む。なお、ＲＡＭは、取得したＥＰＧデータも保
持する。また、不揮発性メモリ（ＮＶＭ）は、録画予約を実現するための予約情報、直前
に視聴あるいは録画していたチャンネル（ＣＡＳ）情報等を保持する。
【００８６】
　表示制御モジュール２１６Ｄは、Ａ／Ｖ出力モジュール２１５に出力すべきＯＳＤ信号
の生成や操作ガイドとして表示される画像表示（アイコン（icon）表示やＧＵＩにおいて
表示すべきさまざまな表示）を制御する。
【００８７】
　主制御モジュール２１６は、上述した受信処理モジュール１、ＣＡＳ制御モジュール２
１２、信号選択モジュール２１３、デコードモジュール２１４及びＡ／Ｖ出力モジュール
２１５のそれぞれを制御するとともに、モジュール間の信号の受け渡しを管理する。
【００８８】
　また、主制御モジュール２１６は、図示しない操作モジュールにより入力される操作情
報、または図示しないリモコン（リモート端末）から送出された操作情報を図示しないリ
モコン受信モジュールにより受信したリモコン入力に対応する操作内容が反映されるよう
に、上述した各モジュールを制御するとともに、メモリモジュール２１６Ｃが含むＲＯＭ
が保持するプログラムに従い、起動プログラムを実行し、次の入力、または録画予約等に
備えた待機状態をセットする。
【００８９】
　また、主制御モジュール２１６は、ＲＯＭに格納されている制御プログラムに基づいて
、後段に説明するが、記録再生制御モジュール２１７が有する記録媒体について、欠陥場
所検出、未記録領域検出、録画情報記録位置設定、ＵＤＦ記録、及びＡ／Ｖアドレス設定
等を実行する。なお、主制御モジュール２１６は、詳述しないが、ディレクトリ検出部、
ＶＭＧ（ビデオ管理情報）作成部、コピー関連情報検知部、コピー及びスクランブリング
情報処理部（ＲＤＩ処理部）、パケットヘッダ処理部、シーケンスヘッダ処理部、アスペ
クト比情報処理部、編集を実行する際の管理情報を処理する編集時管理情報制御部、ある
いは録画を実行する際の管理情報を処理する録画時管理情報制御部、等として所定の動作
あるいは処理を実現するための、さまざまな信号処理ブロックを含む。
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【００９０】
　主制御モジュール６はまた、設定された『予約録画』に関する、例えば［開始日時］，
［終了日時］，［チャンネル］及び［レート］等の情報を保持し、設定された予約録画を
実現する。
【００９１】
　主制御モジュール２１６はまた、記録制御モジュール２１７が含む、任意数、例えば４
セットのＨＤＤ２１７Ａ～２１７Ｄに記録すべきコンテンツとその記録方法（記録モジュ
ール毎の用途）の変更を制御する。
【００９２】
　主制御モジュール２１６はまた、デコードされた信号から、ＴＳに含まれているセクシ
ョン情報、各種データ（サービス情報）、電子番組ガイド（ＥＰＧ）情報、番組属性情報
（番組ジャンル等）、字幕情報を取得する。
【００９３】
　記録再生制御モジュール２１７は、記録モード（レート）による違いがあるが、百時間
程度のコンテンツの録画が可能なＨＤＤ（記録モジュール）を含み、受信したコンテンツ
あるいは入力される情報（映像及び音声あるいは静止画等）を保持する。なお、記録モジ
ュール（ＨＤＤ）は、２セット以上用意されてもよく、図１４に示す例では、４セット（
７Ａ～７Ｄ）である。また、記録モジュールが複数用意される場合、それぞれが同一あっ
てもよく、もちろん異なるものであってもよい。また、記録モジュールとしては、例えば
半導体メモリ（メモリカード）であってもよいし、両者が併用されてもよいことはいうま
でもない。
【００９４】
　なお、記録モジュール２１７Ａ～２１７Ｄは、ユーザが個々の番組（コンテンツ）につ
いて、番組録画日、番組開始時刻、番組終了時刻、毎週／毎日等の繰り返しの有無、番組
が放送されるチャンネル（ＣＡＳ事業体）、レート、及び録画先等である記録条件を録画
対象の番組毎に指定する録画（記録）であって、ＰＶＲ（Personal Video Recording，第
一の記録方法）に用いるグループと、番組に固有の放送時間（開始時刻、終了時刻及び録
画日）等に比較してユーザが設定する動作モードを優先し、一定条件下で繰り返し録画す
るループ記録（第二の記録方法）に用いるグループと、に大別される（通常は、記録容量
比で概ね１：１である）。従って、例えば記録モジュール２１７Ａ及び２１７ＢがＰＶＲ
のために割りあてられ、記録モジュール７Ｃ及び７Ｄがループ記録のために割りあてられ
る。なお、ＰＶＲは、永久的な保存を目的とした映像等の記録に適している。
【００９５】
　第一の記録方法は、より具体的には、ユーザによる録画開始指示、例えば図示しない録
画開始ボタンあるいは切り換え装置５０（図２参照）からの録画開始信号の入力により、
任意のチャンネルまたは入力の番組の録画および指定された開始時間と終了時間に従い任
意のチャンネルまたは入力の番組を録画する記録方法である。なお、録画開始ボタンある
いは切り換え装置５０からの録画開始信号により録画が開始された場合、例えば録画停止
（終了）ボタンあるいは切り換え装置５０からの録画停止（終了）信号が入力されるまで
、録画が継続される。また、一定時間、例えば６時間を経過した時点で、自動的に録画を
中止するような制御を併用することも可能である。
【００９６】
　第二の記録方法は、より具体的には、設定された記録時間帯において１以上のチャンネ
ル信号に対応した番組をループ録画する記録方法であり、例えば上述した記録モジュール
２１７Ｃおよび２１７Ｄに任意のチャンネルの番組を順次記録し、記録領域の残り記録容
量が無くなった場合には、記録されている番組のうちの古い番組から順に消去して（引き
続いて）上書き記録する記録方法である。すなわち、第二の記録方法は、設定された動作
条件に従って一定期間かつ所定チャンネル数の番組について、例えば、毎日午前１０時か
ら正午まで、チャンネル（ＣＡＳ事業体）Ａ～Ｄといった一定条件において、２以上のチ
ャンネルが指定されている場合には同時に（並列して）それぞれのチャンネルの番組を録
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録容量が無くなった場合には、順次上書きしながら繰り返し録画する方法である。なお、
それぞれの記録モジュールにおいては、記録領域を、記録すべきチャンネル数に合わせて
、仮想的に、予め区分（分割）してもよい。このとき、記録領域の区分（分割）は、記録
容量に基づいて、例えば、１／４あるいは１／２等に区分されてもよい。
【００９７】
　また、例えばＰＶＲに割り当てられた記録モジュール２１７Ａ及び２１７Ｂに記録され
る番組とループ記録（複数のチャンネルのデジタル放送信号をチャンネル毎に記録し、所
定時間、そのデータを保持する記録方式）で記録モジュール２１７Ｃ及び２１７Ｄに記録
される番組が重複した場合、両者を同時に実行することで、ループ記録で記録された番組
が更新により削除された場合であってもユーザが希望した番組は、確実にＰＶＲに残る。
なお、重複した場合には、ＰＶＲの記録を中止し、ループ記録において記録された番組を
ＰＶＲ化することも可能である。
【００９８】
　このように、実施形態を適用することで、同時に放送されている複数チャンネルの番組
を同時に録画した録画済番組を再生する際に、既に再生した再生済区間を考慮した再生開
始位置から番組の再生を開始することができる。また、既に再生した再生済区間を考慮し
た再生開始方法は、ユーザにより選択及び設定可能であり、ユーザの利便性が向上する。
【００９９】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
。
【符号の説明】
【０１００】
　１…放送受信部、２…記録媒体、３…記録再生制御部、４…録画番組情報記憶部（録画
番組情報テーブル）、５…主制御部、９…スピーカ、１０…ディスプレイ、１１…アンテ
ナ、１２…入力端子、１３…チューナ、１０１…テレビジョン放送受信装置、１０９…ス
ピーカ、１１０…映像表示部、１１１…ＴＳ処理部、１１２…信号処理部、１１３…グラ
フィック処理部、１１４…ＯＳＤ信号生成部、１１５…音声処理部、１１６…映像処理部
、１１７…ＨＤＤ、１１８…制御部、１１９…ＲＯＭ、１２０…ＲＡＭ、１２１…不揮発
性メモリ、１２２…録画再生制御部、１２３…操作部、１２４…受信部、１２５…第１の
カードＩ／Ｆ、１２６…第１のカードホルダ、１２７…第１のカード、１２８…第２のカ
ードＩ／Ｆ、１２９…第２のカードホルダ、１３０…第２のカード、１３１…明るさセン
サ、１３２…通信Ｉ／Ｆ、１３３…ＬＡＮ端子、１３４…ＵＳＢ…Ｉ／Ｆ、１３５…ＵＳ
Ｂ端子、１３６…ｉ．ＬＩＮＫ…Ｉ／Ｆ、１３７…ｉ．ＬＩＮＫ端子、１３８…ＨＤＭＩ
…Ｉ／Ｆ、１３９…ＨＤＭＩ端子、１４０…チャンネル切換制御部、１５０…リモートコ
ントローラ、２０１…記録再生装置、２１１…受信処理モジュール、２１２…ＣＡＳ制御
モジュール、２１３…信号選択モジュール、２１４…デコードモジュール、２１５…Ａ（
Audio）／Ｖ（Video）出力モジュール、２１６…主制御モジュール、２１７…記録再生制
御モジュール、２１７Ａ～２１７Ｄ…記録モジュール（ＨＤＤ）、２１８…映像出力、２
１９…オーディオ（音声）出力。



(15) JP 2013-115775 A 2013.6.10

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】



(16) JP 2013-115775 A 2013.6.10

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】



(17) JP 2013-115775 A 2013.6.10

【図１４】



(18) JP 2013-115775 A 2013.6.10

10

20

30

フロントページの続き

(74)代理人  100095441
            弁理士　白根　俊郎
(74)代理人  100084618
            弁理士　村松　貞男
(74)代理人  100103034
            弁理士　野河　信久
(74)代理人  100119976
            弁理士　幸長　保次郎
(74)代理人  100153051
            弁理士　河野　直樹
(74)代理人  100140176
            弁理士　砂川　克
(74)代理人  100158805
            弁理士　井関　守三
(74)代理人  100124394
            弁理士　佐藤　立志
(74)代理人  100112807
            弁理士　岡田　貴志
(74)代理人  100111073
            弁理士　堀内　美保子
(74)代理人  100134290
            弁理士　竹内　将訓
(72)発明者  羅　徴哲
            東京都港区芝浦一丁目１番１号　株式会社東芝内
(72)発明者  田島　照夫
            東京都港区芝浦一丁目１番１号　株式会社東芝内
Ｆターム(参考) 5C025 AA25  CA09  CB09  CB10  DA01  DA05 
　　　　 　　  5C052 AA01  AC08  DD04 
　　　　 　　  5C164 UA03S UA43S UB41P UB84P UB92S UD52S YA11  YA21 
　　　　 　　  5D044 AB05  AB07  DE17  DE45  DE52  FG18  GK12 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

